
通
水
以
前
、
水
源
に
恵
ま

れ
な
い
集
落
で
は
、
農

業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
遠

く
の
た
め
池
ま
で
、
水
お
け
を

担
い
で
水
を
く
み
に
行
き
ま
し

た
。
牛
車
が
あ
る
農
家
は
牛
車

に
乗
せ
て
水
を
運
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
牛
車
が
無
い
農

家
で
は
人
力
で
運
ぶ
し
か
な

く
、
大
変
な
重
労
働
で
し
た
。

　
水
が
満
足
に
確
保
で
き
な
い

た
め
、
畑
で
は
ム
ギ
や
サ
ツ
マ

イ
モ
ぐ
ら
い
し
か
収
穫
で
き

ず
、
大
き
な
収
入
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
主
に

女
性
が
農
作
業
を
行
い
、
男
性

は
よ
り
現
金
収
入
の
得
や
す
い

地
引
網
な
ど
の
漁
業
を
し
て
生

活
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　
天
候
に
よ
っ
て
は
干
ば
つ
に

な
る
こ
と
も
多
く
、
せ
っ
か
く

育
て
た
作
物
も
枯
れ
て
し
ま
う

な
ど
、
水
に
か
か
る
苦
労
は
大

変
な
も
の
で
し
た
。

確
か
に
あ
っ
た
、
水
が
な
い
時
代

Ｑ：通水以前はどのような農業でしたか？
Ａ：障子にビニール貼って、菊を作ったね。昭和

30 年代には木造温室でトマトを作り始めたけ
ど、雨水頼みで多くは作れなんだね。

Ｑ：通水後の農業はどう変わりました？
Ａ：用水のおかげで水が無いって心配はなくなった

から、水をたくさん使う施設園芸を大きくでき
たね。エンドウやトマト、メロンなどいろいろ作っ
たよ。井戸水だったときはみんなで使うとすぐ
になくなってしまったけど、いつでも同じ圧力で
出るのはありがたかったね。

Ｑ：若い農業者に伝えたいこと
Ａ：まあ何にも言わん。水があるのが当たり前に

なっとるからなぁ。ひねったら出るもんね。思い
出せって言っても分からんから仕方ないわなぁ、
水の苦労なんて。ただ、今も昔も頭使って前へ
前へ進むだけだわなぁ。

「そりゃわからんわなぁ、水の苦労なんて」
赤羽根町の宮田誠一郎さん（90歳）に豊川用水通水前後の農業について伺いました

1／ため池で水をくむ風景。1日何回も
畑に水を運ぶのが農作業の大きな負
担であった
2／牛車を使って水を運ぶ様子。牛は
農業に欠かせない貴重な存在であった
3／昭和30年代のサツマイモのつるさ
し風景（個人提供）
4／昭和30年代ムギの収穫の様子

（個人提供）
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